
 

 
 

◆地区ボランティア連絡会とは 

市内 6 地区で、ボボラランンテティィアア活活動動にに参参加加ししてていいるる会会員員相相互互

のの交交流流とと、、住住みみよよいい地地域域づづくくりり、、ボボラランンテティィアア活活動動のの振振興興

及及びび啓啓発発をを目目的的として活動しています。 

全国で小牧市にしかなく、価値のある取り組みとして 

長年活動を続けています。 
 

◆地区ボランティア連絡員とは 

“あなたのグループ”と“他のグループ”、“地域”との橋渡し役です。 
 

ボランティアグループ      連絡員    地区ボラ連絡会 

            
橋渡し役 

地区ボラに参加して 

１.会員相互の交流 

○お互いが“ボランティア”同士 
活活動動はは違違っってていいててもも、、ボボラランンテティィアア仲仲間間ととししてて、、おお互互いいのの想想いいやや取取りり組組みみににつついいてて  

関関心心のの目目をを向向けけててみみままししょょうう。。  

○情報や知識を広く共有し、ボランティアの意義を深めましょう。 
三人寄れば文殊の知恵。知恵を出し合いボランティア活動の理解を深めましょう。 

  

２. ボランティア活動の啓発 

 ○市民にとって身近なボランティアとなることがカギ！ 

広くボランティア活動への理解を広げ、一人ひとりが進進んんでで参参加加ししややすすいい雰雰囲囲気気をを

つつくくっってていいききままししょょうう。。 

 

３. まちづくり 

○地域の一人ひとりのために 
ひとりの力は微力でも、けっして無力ではありません。できることを持ち寄り、 

おお互互いいにに助助けけ合合ううことで大きな支えあいの輪をつくることができます。 
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